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 研究要旨 
補聴器装用児と人工内耳装用児とでの異聴傾向の共通点、相違点を示した。

異聴の要因として構音様式、構音位置、フォルマント遷移部の識別困難が示

唆された。 
裸耳聴力70dB以上の補聴器装用児と人工内耳装用児の比較によって、異聴

が改善した音、不変であった音の内容を明らかにしたことで、裸耳聴力や装

用閾値だけでなく、異聴内容からも人工内耳装用を検討する際の一助となる

と考えられた。 
 
Ａ．研究目的 
Auditory-verbal法による療育を行った児を補

聴器装用児と人工内耳装用児とで比較し、補聴

器装用児が人工内耳を装用することでどのよう

に異聴傾向に変化が起こるかを検討した。 
 
Ｂ．研究方法 
2010 年 4 月から 2020 年 3 月までに富士見台

聴こえとことばの教室で Auditory-verbal 法に

よる療育を終了した児を対象とし、就学前(5 歳

11 か月から 6 歳 10 か月)に実施した単音節明

瞭度検査を評価した。単音節明瞭度検査は 67-
S 語表を用い、静寂下 70dBHL で施行した。

評価期間に同一児で複数の結果が得られた場合

は最良の結果を分析対象とした。内耳奇形、精

神発達遅滞のある児は除外した。 
検査結果を補聴器装用群（HA 群）、人工内耳

装用群(CI 群)に分け、それぞれ母音、CV 音節

別、頭子音、後続母音の正答率を算出し、異聴

マトリックスを用いて異聴傾向を分析した。 
また裸耳平均聴力別に補聴器装用児と人工内耳

装用を比べ、異聴内容がどのように変化するか

を分析した。平均聴力は補聴器装用群において

単音節明瞭度と相関の強い 1.2.4kHz の平均と

した。 
 
(倫理面への配慮) 
倫理委員会にて審査承認されている。（R 20－
009） 
 
Ｃ．研究結果  Ｄ．考察  
対象は補聴器装用43例、人工内耳装用46例であ

った。単音節明瞭度の平均正答率はHA群 77.9

±16.0 ％、CI群 80.5±12.2 ％と、個人での

差が大きい結果となった。母音の正答率はHA
群 92.2％±14.1 ％、CI群 87.0±16.3 ％であ

り、両群ともuでの正答率がaと比べて有意に低

かった。CV音節の正答率はHA群 76.7± 
16.6 ％、CI群 80.0± 12.4 ％であった。CV
音節の異聴を頭子音と後続母音とに分けて分析

すると、頭子音の正答率はHA群 77.3±
15.7 ％、CI群 80.2± 11.9％、後続母音の正答

率はHA群 93.3±9.6％、CI群 95.4±6.6 ％と、

どちらもCV音節の異聴の大部分が頭子音によ

るものであった。HA群ではb, m, n, ʤ, t, ʃ、CI
群ではt, s, ʃが全体の正答率と相関を認めた。

HA群ではh, w, j、CI群ではʤ, w, jの正答率の

平均が90％以上と高く、HA群ではb, r、CI群
ではrの正答率が60％以下と聴取が難しい傾向

があり、聴覚補償機器によって異なる傾向を認

めたが、両群で正答率に有意な差は認めなかっ

た。後続母音に関しては、HA群においてはiが
aより、CI群においてはiがoより、eがa,oより

正答率が有意に低かった。iはHA群で17/27
（63.0％）、CI群で7/13（53.8％）と大半がu
に置換した。音節別の異聴傾向は、HA群では 
ni→mi 42.9％、ni→N 42.9％、ne→me 
42.9％、ri→ni 47.1％、ta→a 61.1％、su→ʃi 
50.0％、ʃi→su 57.1％、mo→wa 44.4％、CI群
では ni→mi 85.7％、ri→ni 50.0％、to→ko 
55.6％、su→ʃi 40.0％、ʃi→su 40.0％、mo→
wo 41.7％がみられ、他の音に比し顕著な異聴

傾向を示した。これらの多くは構音様式、構音

位置、フォルマントの遷移が近似していた。ま

た、裸耳聴力別に異聴傾向を分析すると、



12 
 

70dB以上の補聴器装用群（70≦HA群, n=18）
の各正答率は、単音節明瞭度67.2±16.9 ％、母

音87.0％±16.2 ％、CV音節66.7± 18.0 ％、頭

子音68.0±16.9 ％、後続母音87.9±11.8 ％とCI
群方が単音節明瞭度、CV音節、頭子音、後続

母音が有意に高い傾向にあった。子音別に分析

すると頭子音がｇ, ʤ, tではCI群の正答率が有

意に高く、CI装用により、聴取しやすくなるこ

とが予想された。一方で正答率が50％以下であ

ったb,rはCI群で若干正答率の上昇を認めるも

のの、両群で有意差は認めず改善に乏しい子音

であることが示唆された。後続母音ｉの正答率

はCI群が有意に高かったが、eに関しては差を

認めなかった。 
 
Ｅ．結論 
補聴器装用児と人工内耳装用児とでの異聴傾向

の共通点、相違点を示した。異聴の要因として

構音様式、構音位置、フォルマント遷移部の識

別困難が示唆された。 
裸耳聴力 70dB 以上の補聴器装用児と人工内耳

装用児の比較によって、異聴が改善した音、不

変であった音の内容を明らかにしたことで、裸

耳聴力や装用閾値だけでなく、異聴内容からも

人工内耳装用を検討する際の一助となると考え

られた。 
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